


射の研究の一般化として,世界の中でも高い評価

をうけているものである。

その後,現在の日本の電波天文学の大きな基地

になっている野辺山の地を選択 し,開発する作業

に参加され,野辺山太陽電波観測所を設立された

あと,先生は東京大学理学部へ移られた。その間,

先生の目は,電波放射機構と密接な関係をもつ太

陽X線の研究にむけられるようになった。人工飛

翔体による宇宙空間からの観測と,そ の結果の理

論的解釈をはじめられたのである。これには,初

期の太陽電波研究からの先輩であられる小田稔先

生 (現宇宙科学研究所所長)と の友情が大きな役

割をはたし,創造的な共同事業へと結びついてい

ったものとうかがっている。小田先生は,御研究

の対象を,そ の後,太陽以外の天体にもとめられ

たが,高倉先生は, X線 の研究でも,対象を太陽

にもとめられ,小田先生の考案されたすだれコリ

メーターを,ま ず気球にのせ (1969年)つ いで ,

日本ではじめての本格的な太陽観測衛星である

「ひのとり」にのせ (1981年～1982年 ), エネル

ギーの高い硬 X線で太陽の像を撮るのに成功され

たのである。1969年の気球飛翔時には,幸いにも

太陽面爆発であるフレアがおこり,世界で初めて,

フレアの硬 X線撮像に成功され,「ひのとり」で

は, これもまた,世界で初めて,フ レアの硬 X線

源の 3次元構造を推定することに成功されたので

ある。

先生の御研究はこのように,一人の研究者の研

究から,チ ームヮークを必要とする研究へと変わ

っていき,履歴書を拝見すると,様々な委員会に

名を連ねていられることがわかる。 しか し,私に

は,先生の御本領は,一人の研究者が, 自からの

夢を見,そ れを実現するために, こつこつと努力

をつみかさねていく過程にあると思われる。毎 日
,

毎日,規則正 しい生活をおくられ,天文学教室の

小さな端末室で, こつこつと,宇宙科学研究所の

計算機を,ま た東京大学の大型計算機センターの

計算機を操作される先生の御姿をみるにつけ,私
には,研究者とはかくあるべきだと教えられるこ

とが多かったものである。先生は,御退官後も,

フルタイムリサーチャーとして,研究に没頭され

ることを楽 しみにしていられるとうかがっている。

今後の先生の御多幸と,御研究の発展を祈って ,

筆をおく次第である。
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演 題

講演者

日 時

場 所

東京大学総合研究資料館主催第31回講演会

「インド・ 西太平洋海域の深海生物とその群集」

東京大学海洋研究所 教授 堀 越 増 興

昭和60年 3月 16日 (土) 午後 2時～ 4時

総合研究資料館講義室
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総合研究資料館より,理学部に関係の深い催しとして,上の

講演会の開催通知を広報に掲載するよう依頼されました。
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